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１．研究計画の概要 一方で、これまでの自伝的記憶の研究にお

いて、抑うつ的な人は抽象的で一般的な自伝
的記憶を想起しやすく、感覚・知覚的な情報
の豊かな記憶を想起しにくいことが指摘さ
れてきた(Healy & Williams,1999)。本研究で
は RDI が何故抑うつに対して効果をもたら
すのかを、自伝的記憶との関連から検討する。 

EMDR（眼球運動による脱感作と再処理
法）は、否定的な記憶に焦点を当て、眼球運
動や他の両側性の刺激を加えることで、記憶
全体を改善し、否定度を下げ、肯定度を上げ、
身体的な不快感を改善する方法である。メカ
ニズムは明らかになっていない面もあるが、
脳内の記憶ネットワークを仮定し、否定的な
記憶ネットワークと肯定的な記憶ネットワ
ークが連想で結びつくことが治療効果のた
めに必要であると考えられている。 

＜平成 20 年度＞ 
 平成 18 年度の結果を受けて、認知的再構
成、肯定的記憶イメージ、さらには、肯定的
記憶イメージに両側性刺激を加える３者間
の効果の違いについて検討した。 否定的な記憶ネットワークの多い、より複

雑なクライエントの治療においては、準備段
階で肯定的な記憶に焦点を当てる RDI（資源
の開発と植え付け）という方法が用いられる
ことが推奨されている（Korn, & Leeds, 
2002）。これは肯定的な資源を強化し、対処
技術と自己能力を開発する方法である
(Leeds,2003)。同定したイメージ想起後、そ
れに付随する認知・感情・感覚を明確にする
と同時に、両側性の刺激を加えることで、同
定された記憶のネットワーク内における感
情強度を自発的に、かつ急速に増進させ、他
の肯定的な記憶のネットワークとの感情的
に鮮明なつながりを豊かにする  (Korn & 
Leeds,2002)。 

＜平成 21 年度＞ 
 肯定的記憶、否定的記憶に対する両側性刺
激の役割について検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
平成 18 年度 
抑うつ傾向（BDI 男性 13 点以上、女性 16 点
以上）の大学生 16 名を肯定的イメージ（PI）
群、CT（認知療法）群に振り分けた。各被験
者は２週間にわたる自習型の訓練をオーデ
ィオテープとワークシート（PI 群）、もし
くはワークシートのみ（CT 群）で受けた。
PI 群は典型的なストレス場面の同定、必要
な資源記憶の同定、そのさまざまな感覚要素、
それを繰り返しイメージ練習することから
なっていた。CT 群は典型的なストレス場面
の同定、否定的認知の同定、反証を見つける
ことによる反論からなっていた。最低５回、
宿題として実施してもらった。彼らの記録を
見ることで、彼らの理解や動機は確認した。
従属変数は BDI と POMS であった。BDI はト
レーニング開始４カ月前、直前、直後、１カ
月後の４回測定された。POMS は、１回目の

RDI は抑うつに対して効果を上げること
がいくつかの研究や症例から報告されてい
る （ Ichii,2003 ; Korn & Leeds,2002 ; 
Wildwind,1992）。 
＜平成 18 年度＞ 
そこで、これまで抑うつに効果的と言われ

てきた認知的再構成法と、肯定的記憶イメー
ジの比較を行った。 
＜平成 19 年度＞ 



トレーニングの前後、５回目のトレーニング
の前後に測定された。BDI の２（群）×４（時
期）の分散分析の結果、時期の主効果のみが
有意で、トレーニング前から後にかけて改善
し、フォローアップでも維持されていた。
POMS の初日、最終日それぞれを２（群）×
２（時期）の分散分析を行った結果、最終日
には両群とも有意、もしくは傾向として各下
位尺度で改善が確認された。一方、初日には、
活気と疲労の尺度で PI 群のみが改善が有意
であった。結論として、自習型の PI、CT と
もに大学生の抑うつ傾向の緩和に有効であ
った。PI の有効性は CT と同様であったが、
即効性においては PI の方が優れていた。こ
の即効性は治療動機の維持や、ドロップアウ
トの防止に役立つ可能性がある。元来、PI
を応用した RDI（資源の開発と植え付け）は
EMDR の準備段階での使用を目的としていた
が、より広範な適用を考える必要があるだろ
う。 
＜平成 19 年度＞ 
実験協力者 61 名を抑うつ傾向群 30 名
（SDS41 点以上）と非抑うつ傾向群 31 名の
２群に分け、それぞれの群を、感覚・知覚レ
ベルを豊かにさせるような手続きである
RDI （肯定的資源の開発と植え付け）
Resource Development and Installation）に
倣った手続きによって肯定的な自伝的記憶
を想起してもらう群(感覚・知覚レベル介入
群)と、概念レベルで肯定的な自伝的記憶を想
起してもらう群（概念レベル介入群）に分け
た。抑うつ傾向群が非抑うつ傾向群と比べて
ポジティブ・ネガティブ感情がどれほど喚起
もしくは緩和されるかを介入間で比較検討
した。感情は事前事後に POMS-B を用いて
測定した。実験者は、EMDR の治療者として
の正規の訓練を修了した男子大学院生１名
が当たった。仮説１：抑うつ傾向群、非抑う
つ傾向群ともに、概念レベル介入群より、感
覚・知覚レベル介入群の方が想起後の感情状
態がポジティブになる。仮説２：仮説１の差
は、抑うつ傾向群においてより大きい。結果
として、仮説１に関して、抑うつ群で抑うつ
感の減少（F(2,56)=6.25, p<.01）、緊張―不
安感の減少(F(2,56)=8.33, p<.001)、活気感の
増強(F(2,56)=7.78, p<.001)において、非抑う
つ群では、疲労感の減少 ((F(2,58)=4.39, 
p<.01))、活気感の増強(F(2,58)=2.51, p<.1)
で、感覚・知覚レベル介入が概念レベル介入
を上回っていた。仮説２に関しては、緊張―
不安感（U=63.5, p<.05）、及び抑うつ感(U=68, 
p<.05)において、抑うつ群の差が非抑うつ群
の差を上回っており、支持された。 
＜平成 20 年度＞ 
BDI 得点で平均＋0.5SD 以上の大学生男女
を３つの群に分けた。認知的再構成群(NR 群、
n=8)は、不快な感情の際の自己の認知を観察

し、変容を試みた。肯定的イメージ群(PI 群、
n=17)は、不快に対抗できる肯定的な記憶を
想起し五感でイメージさせた、RDI 群(肯定
的イメージ＋両側性刺激：N=8)は、肯定的な
記憶の想起のまま、胸の前で交差した手で自
身の上腕をタッピングさせた。約５回の介入
の前後(pretest、posttest)、１ヶ月後、８ヶ
月後のフォローアップ(1m-f.u.; 8m-f.u.)を測
定した。従属変数は BDI 得点及び、訓練初日
と最終日の訓練前後の POMS であった。ス
クリーニング時点の BDI を共変量として、被
験者内１要因(時間＝４水準)×被験者間１要
因(群＝３水準)の共分散分析を行った結果
（NR 群（n=7）、PI 群（n=14）、RDI 群(n=6））、
いずれも時間の効果が有意で (F(3,29)＝
26.44, p<.0001）、群と時間の交互作用も有意
であった(F(6,46)=3.25, p<.05)。下位検定で、
NR 群と PI 群、NR 群と RDI 群の比較で pre
から posttest にかけて PI 群、RDI 群がより
大きく低下したが、1m-f.u.から 8m-f.u.にか
けては、CR 群がより低下した。認知的再構
成と同様、肯定的なイメージ想起も抑うつの
軽減には有効であったが、両側性刺激の効果
は不明確であった。長期的には認知的再構成
が優れている可能性が示唆された。また、
POMS の初日の分析では、被験者間１要因
(群＝３水準)×被験者内(時間＝２水準)の分
散分析において、疲労尺度で、時間の効果が
有意(F(1,30)=13.65、p<.01）、時間と群の交
互作用が有意傾向であった(F(2,30）=3.17、
p<.1）。活性尺度で、時間と群の交互作用が
有意だった(F(2,30)=5.72、p<.01）。初日で肯
定的イメージが、認知的再構成、RDI より優
れていた。 
 
３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究成果のまとめと学術雑誌への投稿を
急ぐ。また、本年度のデータ整理を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
〔雑誌論文〕（計１件） 
①市井雅哉 2007 感情をコントロールする
－肯定的な記憶の活かし方 児童心理 臨
時増刊 855, 74-81. 査読無 
〔学会発表〕（計１件） 
①吉里肇・市井雅哉・岡田太陽 RDIにおけ
る効果的な記憶の検討 日本EMDR学会第３
回大会 2008.5.23 長良川国際会議場 
 


